
山

川

セ

O
岳
山
刊
は
鑓
社
四
時
品
川

制

と

い

わ

れ

る

。

中

毒

事

ぬ

。

m

p

V

問
問
わ
ず
今
日
最
大
の
課
題
は
ん
巴
熱
意
長

州
開
示
芸
福
祉
関
電
で
あ
き
数
の
童
書
と
な
丸

山
間
弾
一
ヨ
政
編
論
議
は
さ
て
お
宅
福
警
世
れ
た
窓
朝
日
ハ
時
、

側
腕
凡
社
へ
白
淳
一

Z力
事
実
身
長
室
組
合
平
塚
喜

納
窓
符
》
に
撃
。
れ
る
ま
民
地
警
れ
戦
時
下
の
会
襲
撃

側

献

"

喜

白

襲

に

立

っ

て

議

長

3zm十五
議

叩

制

調

関

…

謹

害

警

L
護

童

話

苧

ど

ι
炉
、
戦
後
公
職
出

州
出
こ
げ
て
い
争
〈
が
あ
る
。
語
解
空
間
管
長
餐
義
務
襲
、

制

4
4
F
…
人
質
問
震
え

i
雲
市
議
一
一
警
ヲ
と
め
九
一
一
一
+
南

側
…
八
沼
苧
ん
は
合
問
題
ら
い
神
田
地
区
雲
霧
協
警
品
目
、

制

j
i
L
浴
室
村
〉
に
一
一
一
葉
続
会
福
祉
協
議
議
会
長
、
彊
塁

側

f
農
家
安
ハ
人
兄
妹
の
長
男
に
生
ま
れ
た
兼
wq
同
地
皮
肉
部
落
長
、
町
内
八

制

生

家

主

田

宮

警
h

d

漏
ら
れ
た
義
己
め
各
国
体
役
員
は
同
時
に
潟
町
議
辺

側
川
畔
の
大
山
笛
埴
沿
い
。
江
戸
時
代
古
代
闘
問
薬
務
す
る
た
て
ま
え
文
芸
塁

側
義
援
雲
市
谷
川
亨
伊
れ
て
き
た
震
で
活
動
官
官
は
市
内
需
捕
へ
と
よ
q

開
放
内
山
知
事
か
ら
治
水
功
労
者
宇
レ
で
特
別
表
人
な
ど
の
覇
空
語
募
金
な
戸

川
川
泰
一
家
受
け
て
い
る
。
神
田
地
区
は
か
つ
て
ベ
て
議
議
会
が
や
宅
穏
語
習
期

仰
は
揮
と
蓄
を
生
業
ι
L義
援
村
長
重
と
出
刊
行
し
て
霊
さ
れ
る
。
八
塁

側
昭
和
一
↓
一
一
十
}
年
為
月
単
裁
と
ム
足
当
時
は
六
に
よ
れ
ば
、
積
祉
担
閣
は
施
離
手
金
戸
印

刷
側
主
役
考
人
口
一
一
一
、

5四
だ
っ
た
議
議
わ
れ
由
、
人
一
筆
晶
へ
由
、
議
込

山
酬
を
は
出
問
、
昌
一
む
澄
考
人
口
一
六
、
広
五
切
だ
と
い
う
。
親
譲
幻
の
世
話
客
票

制
八
事
霊
喜
で
あ
る
α

久
喜
一
ん
の
抱
ん
天
皇
飯
事
事
号
、
懲
入
り
強

制
必
は
村
議
笠
一
一
O
母
島
動
め
た
対
の
指
場
者
多
〈
の
企
撤
回
開
墜
を
へ
ら
レ
て
い
る
が
}

側

可

愛

z
f
i
i
l
i
-
-
i
j
i
-
-
i
z
苦
ド
レ
な
い
。
一

同
州
他
泊
と
の
薮
凶
慰
蝿
…
審
議
畿
務
懇
鐙
懇
畿
瀦
欝
畿
運
時
代
不
動
援

問

即

で

た

伝

出

土

襲

撃

畿

畿

欝

麟

釘

号

、

撃

し

苦

戦

争

い

砕

処

理

が

し

易

い

よ

っ

仁

潔

議

に

入

な

か

に

1

あ
い
も
話
会
、
あ
き
刀
問
委
博
(
弁
護
士
!
…
欝
滋
綴
鱗
議
鱗
鱗
す
惜
ゑ
震
癌
か
会

よ

い

よ

深

謝

れ

ぬ

一

前

に

特

殊

フ

ィ

ー

ダ

で

語

レ

ボ

ジ

主

主

ど

炉

支

な

い

ゴ

ミ

星

人

制

震

警

の

事

…

ヘ

ュ

v;機
撃

縦

主

人

む

た

め

警

護

一

は

、

江

東

区

震

と

杉

並

底

究

し

て

い

竜

一

三

}

れ

に

は

焼

却

炉

"

も

、

仰

を

章

、

そ

の

警

…

緩

畿

機

欝

議

欝

縛

十

議

沼

集

っ

て

番

号

禁

事

実

抗

争

を

ひ

き

起

こ

と

己

て

す

べ

石

襲

撃

約

十

収

集

員

込

書

芸

員

島

っ

て

い

鵬

首

章

夫

人

主

…

議

議

欝

緩

撃

鐙

欝

ポ

ム

警

己

し

ら

ん

「

東

京

苦

戦

争

」

だ

昨

年

に

一

且

セ

νナ
ほ

ど

に

喜

一

員

己

れ

が

ま

え

附

子

語

教

育

方

針

を

…

警

護

警

鐘

欝

議

…

円

安

ぽ

ん

と

赤

つ

ヴ

い

ず

み

洋

も

義

一

一

ュ

?

を

集

会

事

若

干

レ

ジ

ガ

な

ど

燃

え

な

い

ゴ

ミ

位

、

墨

田

市

内

と

削

教

え

え

量

的

ititti--801iiz
計
量
ぺ
抑
制

な

っ

て

い

ま

す

。

の

毒

物

五

し

高

轄

の

一

一

一

重

大

一

霊

区

管

内

賢

一

時

喜

怒

川

間

八

街

き

ん

を

療

に

抱

史

家

人

に

よ

く

る

章

受

け

て

い

奇

襲

の

号

沼

郡

ゴ

ミ

戦

争

筆

家

だ

け

で

今

九

い

に

分

ザ

伊

れ

ま

す

。

そ

し

て

義

露

地

墳

は

警

護

昇

な

っ

て

い

ま

mm

れ
を
読
し
て
い
た
と
い
う
。
議
選
〈
九
一
一
一
社
特
整
局
覇
蓉
五
世
相
官

ま

主

盤

整

審

議

露

警

な

部

発

可

燃

雲

焼

却

抽

出

汚

し

て

し

70
告
し
て
破
霊
雲
震
に
そ
な
制
運
は
一
言
震
の
童
委
討
議
、
齢
十
字
社
の
平
和
活
動

Z
Z
5たあ

っ

て

宮

、

事

自

重

量

武

露

ま

う

と

「

壊

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

京

え

℃

十

月

か

b
量

君

主

主

糊

役

、

蓄

な

ど

警

事

、

重

雲

長

田

聖

書

主

主

玉

、

翠

遺

骨

心
事
と
い
え
ま
す
。
る
し
孟
J

塚

主

義

は

溺

設

の

百

一

一

一

十

去

の

毒

毎

月

高

堂

ず

収

集

切

さ

ず

。

磁

総

柊

取

引

先

の

製

会

社

が

削

別

相

盟

、

識

の

売

察

学

講

と

向

じ

だ

と

い

う

。

慈

の

品

事

警

は

あ

り

ま

せ

ん

一

。

臼

京

白

蜜

襲

朝

が

約

七

ナ

程

度

久

五

分

の

}

霊

害

選

襲

撃

に

乗

っ

た

と

吉

川

削

霊

祭

払

い

と

な

夕

、

銀

山

村

か

ら

借

金

し

な

ど

窓

に

升

せ

ず

「

霊

事

長

年

欝

設

が

読

ん

だ

必

然

的

結

援

な

い

の

神

咋

踊

に

な

h
t
埋
立
地
一
が
そ
れ
だ
け
は
、
月
一
L

回
収
銃
、
刃
一
ニ
沼
収
集
皇
可
制
で
嬢
薮
に
払
い
、

ζ
の
借
台
um八
回
さ
ん
の
げ
る
の
が
生
き
甲
斐
と
い
う
。
盟
十
八
一

よ
い
よ
ホ

νモ
ノ
の
、
「
豪
華
民
間
が
普
通
で
義
母
れ
議
し
で
も
然
史
机
や
ジ
グ
グ
ー
と
い
っ
た
家
具
な
大
三
耕
一
霊
場
」
量
投
ず
る
む
と
効
率
的
に
使
え
る
と
と
に
な
皇
可
能
と
な
る
で
し
ょ
え
を
れ
ま
交
燃
側
代
ど
な
っ
て
や
っ
と
凶
作
萌
し
た
と
い
え
撃
に
語
、
重

k
h炉
、
盟
主
一
ー

色
弱
い
捨
長
代
」
義
「
え
た
り
え
な
い
、
急
事
。
め
容
易
で
な
い
大

ζ
そ

の

ま

ま

捨

手

い

た

宅

一

議

に

な

り

ま

し

た

。

毒

薬

え

る

ま

と

燃

え

な

い

d
主

主

げ

て

附

八

回

さ

ん

は

高

給

豪

華

護

華

棄

に

嚢

費

孫

が

六

へ

震

で

し

ょ

う

か

。

差

益

義

は

埋

め

て

き

き

ま

駄

な

蓄

が

そ

オ

重

立

坊

が

い

篤

ス

エ

着

地

内

申

書

一

一

十

五

議

長

室

字

、

「

分

霊

祭

」

福

山

し

て

4

糊
較
に
季
、
県
の
笠
喜
重
要
格
試
合
己
と
警
の
長
男
夫
婦
に
琢
二
三

ふ

え

る

ほ

か

に

霊

室

長

え

っ

ぱ

い

伝

な

っ

て

主

主

70

君

喜

費

一

会

話

六

千

五

泊

ぎ

は

汚

い

か

ら

楕

掃

す

る

り

で

は

だ

さ

い

。

附

警

パ

ス

察

李

総

い

だ

一

一

之

講

義

翼

翼

需

警

な

54とし

議
室
東
京
雪
雲
二
一
一
十
骨
密
焼
却
、
き
で
義
務
事
か
〈
砕
弐
饗
万
円
か
け
ず
、
今
月
中
旬
着
工
可
来
年
な
え
を
守
主
ち
の
生
命
や
健
康
側
徴
兵
検
査
に
高
〈
じ
逃
れ
で
兵
殺
を
免
白
ゃ
っ
奈
二
番
好
き
な
の
は
警

d
ミ
と
い
っ
て
三
鷲
申
告
語
守
的
七
十
一
喝
し
を
な
霊
童
立
君
事
ふ
き
し
て
一
主
一
つ
む
と
喜
一
凡
一
一
一
月
完
成
田
予
定
究
開
問
月
か
長
転
事
実
上
め
に
処
浮
ず
る
由
で
す
。
都
市
場
人
間
聞
が
侵
害
毒
也
と
む
附
れ
た
の
を
察
官

γ三
一
昨
間
哲
学
宗
教
の
い
時
か
長
さ
克
一
あ
れ
ば
本
義
む
m

い
て
捨
て
石
程
度
目
ぎ
で
な
え
嬢
捨
て
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
叢
の
な
け
れ
ば
な
b
な
く
な
っ
て
喜
し
議
始
ず
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
ψ

義

的
J

主

義

Z
dミ
ろ
で
な
く
て
は
な
む
ま
せ
令
市
民
捌
勉
強
に
事
レ
有
有
名
な
尊
重
合
大
の
築
主
。
農
政
室
長
一
露
骨

近

は

ま

蓄

に

は

む

伊

な

い

選

喜

八

十

安

委

旦

十

喜

え

警

護

に

は

震

な

襲

警

護

語

、

一

貫

ト

ラ

ク

タ

ハ

旦

甫

誌

の

生

命

と

襲

予

言

る

糊

逮

代

当

時

吉

ス

テ

ヤ

ジ

で

重

量

廠

っ

て

い

奇

霊

は

や

ら

ず

、

露

出

材
、
握
、
電
量
品
や
ま
I
ル
家
具
、
皇
霊
織
に
選
ん
で
い
ま
す
が
、
問
要
望
使
っ
た
D
V
グ
A
V
マ
と
い
品
ん
じ
義
台
高
百
台
分
的
d
各
市
民
主
宮
譲
事
つ
誌
な
お
な
糊
長
だ
っ
童
毒
事
主
流
星
け
た
@
一
八
受
一
念
。
横
軽
量
い

自
転
車
、
歩
コ
ゲ
一
車
な
ど
の
粗
大
路
窓
量
豊
て
の
霊
窓
室
長
襲
エ
繍
よ
う
な
撃
機
喜
久
と
れ
が
強
力
自
家
庭
添
書
さ
れ
て
い
手
ロ
夏
場
舎
の
努
力

zfe市民
自
み
な
醐

ζ
と
も
あ
る
。
村
の
雲
大
出
家
主
記
事
援
会
社
主
経
縄
返
一
一
回
出
社
、

著

書

嚢

襲

撃

は

ま

え

て

い

己

と

で

す

。

き

ど

ι
と
ぶ
争
警
時
務
な
重
力
と
切
断
力
で
草
壁
選
管
〈
一
仁
麓
支
え
夢
。
そ
し
丈
さ
ん
も
さ
量
u
へ
の
輯
露
な
欄
て
い
る
災
親
に
賢
一
一
八
か
の
幾
護
は
福
祉
衡
問
聞
の
基
に
取
め
組
ん
で
h

い
ま
す
。
甘
言
語
警
ぜ
ず
る
り
襲
譲
療
や
讃
議
、
大
援
す
ア

ν
襲
警
選
製
鐙
毒
ゴ
ハ
'H
「
組
打
ち
砕
き
妻
。
重
量
棄
物
議
渇
一
員
一
言
収
集
す
る
一
般
ヨ
ミ
の
住
民
露
を
お
お
が
い
T長
文
側
嘗
札
妨
ん
語
、
史
上
書
の
野
木
密
主
義
喜
は
平
塚
市
街
村
六
一
一

脚
刷
あ
い
、
昭
和
丸
単
一
一
γ
T
Z
一
歳
白
時
間
構
築
を
笑
(
文
e

名
童
信
発
。
rm
報
弔
一
一
タ
i
v

側
弟
に
一
任
、
村
人
の
強
い
堅
請
で
役
場
仁
入

腕

D
、
援
金
、
時
議
組
合
、
耕
地
盤
閣
限
延
疋
震

腕
敬
一
切
の
指
議
事
務
夜
間
引
章
、
農
が
復
興

酬
に
一
撃
事
る
決
議
選
い
た
豪
相
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一

叩
廿
河
口
十
一
一
一
日
封
筒
A

門
会
ぶ
れ
た
第
七
鶴
市
欝
曲
目
臨
時
金
官
、
新
議
官
記
に
小
橋
水
山
思
議
民
が
選
任
さ
れ
た
。

G
川

M

C
語
、
ヱ
事
議
員
警
の
語
、
盟
十
品
筆
家
市
一
塁
計
補
定
予
算
議
別
会
計
望
予
算
が
川

町

答

品

寄

与

れ

可

決

さ

れ

た

ー

ま

た

、

七

同

一

手

万

円

以

上

川

恥

由

工

事

請

負

誕

約

の

締

絡

が

町

出

体

と

、

山

刑
さ
れ
月
浜
さ
れ
た
τ

向

私のひと ζと
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sn和27-'1'.12月 4 臼建設劣告ゐ::~~1418 守

政"昭和措年12月四日建設省主テペ一、;;'¥2161，; 
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同
町
ぞ
い
に
は
、
紫
侵
奈
誉
乱
れ

て

い

た

将

来

は

耗

レ

ょ

う

ぶ

と

紫

前

日

凶

の

る

気

持

宍

間
開
花
の
植
物
関
与
レ
て
一
観
常
さ
れ
る
さ
ん
」

F
同
様
に
七
千
部
一
三
限
定
出
け
て
会
た
つ
も
D
で
あ
る
。

と
と
で
あ
4
5
0

府

T
H
去
る
七
月
二
十
一
日
の
出
展
市
長
に
な
っ
て
か
ら
満
十
年
が
経

時
閣
が
あ
れ
ば
自
然
ム
閣
内
裏
安
委
の
席
長
私
に
贈
ら
れ
た
。
返
し
た
振
り
返
っ
て
ぶ
て
‘
と
の

購
し
で
ぶ
た
か
っ
た
が
、
帰
り
ー
を
急
一
度
な
お
子
二
良
ま
で
お
、
む
厚
十
年
は
年
そ
取
昂
照
が
な
か
っ
た
よ

い
だ
白
で
ま
や
お
機
会
に
譲
る
こ
と
志
に
盗
み
あ
疫
の
?
ど
め
わ
せ
宍
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
し
か
も

に
し
た
。
今
臼
の
調
察
は
お
お
い
に
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
。
今
年
口
市
長
二
期
の
一
一
一
年
巴
号
い

樟
る
と
こ
セ
パ
が
あ
っ
た
と
お
も
う
。
「
門
長
の
ベ
ン
忠
一
は
、
昭
和
四
わ
げ
よ
昨
め
立
し
の
年
で
あ
る
。
充
実

忍
伏
目
下
、
閣
に
対
し
ヱ
陳
情
し
十
何
年
一
ハ
月
か
品
開
組
問
十
八
年
四
し
た
市
政
i
l住
み
よ
い
些
か
な
聞

で
い
為
市
内
農
林
科
目
出
芸
試
験
場
か

HJま
で
、
毎
月
白
内
広
報
ひ
ら
つ
づ
く
れ
シ
の
実
演
を
め
ざ
じ
て
A
F
力持一

筑
波
研
究
学
問
都
市
に
移
転
す
る
跡
欝
撃
た
い
警

f
;
2
4
1
3警
告
錦

の
号
、

5豪
華

隣

も

ふ

じ

林

花

し

ょ

主

題

;

思

い

R
E
E
F
J〆議
J
L八日正
7γ
」桝

コ
ジ
ピ
の
警
に
た
ん
の

Eた
こ
ぷ
散
在
し
て
い
丈
四
事
そ
れ
ぞ
主
ー
ん
と
い
う
広
い
問
地
、
;
一
総
バ
川
護

dJブ
rA携
鱗

黙

っ

長

い
ま
ま
と
ご
て
も
き
か
し
く
お
も
い
れ
観
光
客
の
自
主
し
ま
せ
て
い
る
市
一
丸
と
な
っ
て
一
括
払
い
下

Z
ぺ
議
欝
葬
〓
パ
〓
宗

寺
原
品
川
競
ζ
て

と

と

弐

私

は

は

じ

め

之

州

知

っ

た

。

受

け

る

べ

〈

運

動

し

て

お

え

そ
ζ

九
鱗
鵜
畿
畿
開
勝
一
-
綴
議
拘
一
帯
七
二
麟
来
加

刊
す
も
告
官
戸
出
荷
す
れ
時
三
駐
日
誌
協

j
報
溜
dり

で

あ

内

む

の

わ

く

の

を

弘

法

大

師

が

き

て

昭

裂

十

一

年

の

開

溺

予

一

雪

。

乙

事

会

議

、

言

語

動

ハ

議

議

襲

襲

撃

ど

い

三

一
っ
た
附
村
人
た
ち
に
ス
担
申
請
病
皇
室
一
λ

ζ

に
百
芸
、
約
一
一
一
百
種
の
花
し
よ
な
主
主
主
総
合
公
邸
と
し
て
獲
警
警
護
ぷ
有
議
懇
易
黒

υ
ャ

毅

7

4
2一
凡

夫

て

い

る

だ

い

ま

ゑ

銅

賞

で

さ

室

い

え

ま

さ

僚

が

は

か

ら

れ

た

;

市

民

自

警

牽

撃

及

駒

樹

齢

一

~

げ

は

思

払

ー
な
れ
二
百
に
農
む
の
栴
明
言
一
に
日
本
一
芸
表
レ
ょ
う
ぷ
悶
で
ぴ
は
ば
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
ゐ
る
一

Y
譲

綴

襲

撃

機

勺

建

議

窓

り

仁

一
て
も
知
ら
れ
る
。
眠
時
中
、
芸
人
た
レ
ロ
あ
る
と
い
う
感
を
き
た
…

50

ん
が
罷
均
額
F
J験
諮

問

波
書
と
旅
館
に
号
、
選
議
長
会
は
六
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
遇
措
定
す
る
市
街
地
の
み
え

E
J三
j
欝
警

r
J一'
U

M

雲
議

長

し

た

経

験

が

あ

る

。

去

っ

ぱ

い

会

ま

っ

て

公

乙

れ

だ

け

の

広

い

言

、

Z
J
A
f欝
総

務

顎

一

軒

一

γ
Z献
柄

欄

娘

記

事

(

さ

つ

〉

警

告

の

閉

じ

て

い

る

と

い

員

接

的

自

に

訪

る

こ

と

は

絶

無

で

昔

、

貴

重

棄

で

警

鐘

三

選

。

守

護

」

主

主
選
喜
に
は
い
る
と
、
問
主
く

;υ
題

ま

ぢ

か

な

露

だ

っ

た

市

民

暴

レ

い

い

乙

い

薬

品

力

伊

議

欝

¥
P
押

3
髄

銅

山

一
一
芸
る
善
寺
自
然
公
顕
で
あ
る
。
案
内
板
を
た
め
か
、
土
麗
臼
で
あ
る
む
に
警
づ
〈
り
白
場
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
欝
畿
襲
撃
野
ト
レ

ι
A
L
F
4
4
2

一
食
(
は
〉
霊
長
八
十
知
事
る
と
い
う
広
は
そ
れ
ほ
ど

Zけ
て
い
な
か
っ
事
需
一
誌
と
な
っ

J
語

を

に

連

載

し

た

警

主

体

と

し

を

十

八

万

室

内

寂

君

主

z
ζ
由
大
な
自
然
公
趨
が
防
相
口
で
あ
る
こ
と
た
自
で
ゆ
っ
く
り
な
が
め
ら
れ
た
。
な
起
訴
計
尚
を
に
円
五
て
い
る
と
ζ

そ
れ
に
日
刊
新
商
が
市
長
の
き
薮
や
え
た
い
と
お
も
う
」
と
忌
べ
て
い
る
。

縞

蛍

白

に

驚

い

た

。

花

は

ず

玄

人

残

P
を
す
ぎ
て
い
た
ろ
だ
そ
れ
が
ま
と
ま
り
し
か
い
、
市
武
あ
れ
こ
れ
を
コ
ラ
ム
記
事
に
し

ζ
り
本
は
、
市
民
の
み
な
セ
え
に

し
ば
乙
道
路
を
は
さ
ん
で
一
時
慨
に
展
隠
す
が
、
そ
れ
で
も
広
い
間
同
地

r
d、
彩
さ
ら
に
訟
に
対
し
て
強
〈
働
き
か
け
た
も
の
を
一
監
哉
さ
せ
て
い
た
だ
き
可
無
棋
で
差
し
上
げ
た
い
む
で
あ
る
が

重
好
意
る
公
癒
内
に
は
、
つ
ぎ
品
蹴
多
パ
タ
の
美
し
い
花
が
望
↑
ま
れ
た
ゆ
ま
十
点
国
営
じ
て
実
調
毒
し
た
い
。
そ
の
た
ま
T
F
i
Jた
ち
が
書
い
た
必
喜
八
世
帯
に
一
四
川
白
鶴
で
し
露
呈
で

め
に
市
民
の
み
な
草
ん
と
カ
F
A
一
P
口
る
a
の
文
も
λ
れ
て
品
開
模
さ
れ
た
も
き
な
い
ζ

と
を
む
予
解
ね
が
い
た

せ
丈
努
力
し
て
い
ぐ
意
祇
浄
-
た
ぎ
の
で
あ
る
b

い。

ち
せ
な
だ
b
帰
途
に
つ
い
た
。
十
A

の
yま
え
が
き
H

で
私
は
ι

「
磁
小
・
中
学
校
の
悶
凶
世
間
寄
ゃ
、
市
立

×

X

怒
ほ
市
政
さ
も
や
ま
読
す
は
じ
内
問
嘗
館
に
は
数
冊
贈
る
白
言
。
覧

市
長
事
第
一
一
一
笑
ま
い
う
べ
き
と
き
に
は
趣
味
談
な
長
由
に
話
題
い
た
戸
げ
た
喜
い
わ
い
で
あ
る
。

「
市
長
む
ベ

v
m」
が
、
有
志
盟
十
を
選
ん
で
欝
4
1
F

綴
っ
て
い
る
が
、
釘
ハ
昭
和
釣
れ

e
A
e

〈品〉

交付時間

11:30以降に交It

2:30 

5 ∞ m 

{手続方法3
i主絡巧すをイナIr!小川号 ι ィ ufミ詩句F

Z述抗され乏しJ主，'，

した合勺亡きわぬご 〈交付で， ませ

んoで付!日 日ん(，わ込んで〈

安ごさ、 。

ぺ"叶問
11:∞までのもの
z:ω 舟
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事用霊童箆jこっスティパルひもつか

平易ミ青年会議所と平塚青年少ー

クノL団体では、 8月 26日潟南平
で、子どもたちが自然に読しみ、

うと Fフェスティパノレ

を開催する。

諮問立大磯駅前と1leJN学校朝、
高麗神社前の3か所に各省司時30
分までに集合し、それぞれの地点

から湘南平までハイキジグをす

る。午後は湖南平でフォ」クyy

ス・1ジコ大会・竹潟大会、スカ
イパyト大晶、清掃大会、スケァ

デメ:告なとi)l行なわれる。

また、鼓笛控まやボーイスカクト
の演技も披露軍吉れ、占いコ」ナ}

や子どもたちの休みの宿題コ}

ナ}も設けられている。

フニaスティパルの要参加は雪量でも

自由だが、 d噌校4年生))，CFは己主
母または!Jダ}の同伴が必嬰命

多量持明暗時

。1I]泉民事選<>涛務手数戦く〉固定資主主税く〉国主主緩康保険説

。宅使用線。繋El致事Z話。公共下水滋受益者負担金

月目。



、事

問問
f
五
年
間
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市

内
品
目
出
荷
漏
出
は
片
山
間
つ
き
の
勉
強
室
。
毎

日
、
小
中
学
生
で
に
ぎ
わ
い
宇
見
せ
て

い
る
。
立
釈
と
は
い
っ
て
も
一
一
…
十
度
を

越
え
る
暑
さ
の
草
弘
明
変
体
み
一
色
宿
題

に
追
わ
れ
た
子
Pち
た
ち
は
一
星
懸
命

だ
午
前
八
時
五
十
分
の
関
節
に
は
、
大

ぜ
い
の
子
ど
も
た
も
が
岨
丸
ま
り
、
問
問
る

い
一
一
一
躍
り
学
習
室
も
均
二
百
七
十
あ
る

席
が
た
ち

ψEDい
っ
ぱ
い
に
な
る
。
グ

ラ
フ
を
書
ア
ヘ
小
学
生
、
た
く
さ
ん
の
番

考
書
室
杭
の
上
P
L
積
み
重
ね
で
考
え
こ

む
中
学
生
、
み
ん
な
真
剣
だ
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
の
チ
ピ
ッ
子
尚
一
階

子
ど
ち
墾
で
紙
し
ぱ
い
や
絵
本
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
。

初
出
し
〈
快
遜
な
綴
語
恥
聞
は
、
八
月
一
一
一

十
日
ま
で
の
火
蝿
白
か
ら
金
槌
B
ま
で

は
、
い
つ
も
pab
一

午

後

抹
)
マ
女
子
A
級
ダ
ブ
ル
ス
懲
勝
瀬
山
戸
@

広
欄
緩
(
市
役
所
・
日
産
)
一
一
位
τ

須
藤
B

古
川
田
紹
〈
研
艶
鼠
ク
ラ
ブ
)

V
女
子

B
融
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
砂
川

(
中
盟
一
ー
ク
ラ
ブ
)
ニ
匂
入
沢
〔
由

里
3
一フブ〉

亨
女
子
B
紐
ダ
ブ
ル
ス
密
続
適
河
@

大
桜
…
招
組
(
厚
木
ク
ラ
ブ
〉
一
一
位
、

川
・
入
沢
総
(
中
堅
ク
ヨ
プ
)

問
問
自
に
テ
ニ
ス

8コース@白F害事問-wヨ1事務
信日車京・金 131時半~15時半

会場事異臓台体胃鰭

ま霊 長義'!討日各〈申込露轟〉

輸込品" 8J寺20箆かM主鮒治体育童書守

Aコース@事汚 3 叩1Hヲ141ヨ
舘週月.ZJ< 1争時~12時

京選挙し〈は体胃言霊〈幾31'3鎚0)角

平
蝉
か
ら
鞭
野
、
申
鞘
薦
、
大
穂
吋
こ
習

へ
輔
略
語
を
お
か
廿
の
と
き
仲
崎
市
外
爵
議

「

om同
六
一
一
一
」
を
お
怒
れ
な
く

崎

町

沢

}

れ

わ

間

しているもの
φ議員金曜ー主主共済者?人 1か月

につき共講料金平円者限度Iz:
100診の禰勤
φ申苦努，柑年度!ま 1月;臼から

ltJ、月務署

※詳しくはlTi務工計へ (22)



一
、
喜
一
議
の
踏
襲
安
行
支
出
川
一
連
担
、
情
府
議
覇
白
害

者
以
外
に
経
車
椅
〈
自
動
車
な
ど
)
紅
容
町
逸
担
〈
矢
崎
撰
間
以
西
〉
、
鳩

〉
も
湧
存
で
支
『
自
動
車
も
と
の
路
側
ハ
ム
関
北
婦
の
還
り
〈
ま
る
と
百
錆
M
b

q
帯
に
は
い
っ
て
駐
車
て
き
る
。
お
か
b
日
本
使
命
布
)

た
だ
十
司
自
除
草
な
ど
は
安
可
者
一
一
一
、
農
龍
一
一
本
鯛
の
務
融
制
替
事
行

の
湧
符
に
十
分
間
事
レ
な
け
れ
ほ
な
者
た

γプ
の
路
側
帯
言
自
転
車
で
む

ら
な
い
。
ま
た
、
駐
停
車
す
る
自
動
連
行
員
自
動
車
の
鮭
体
車
も
で
き

む
れ
は
皆
車
道
町
車
も
、
揖
存
者
な
ど
の
通
底
り
の
さ
ま
な
い
。

た
げ
と
な
ら
な
い
品
つ
の
比
め
な
け
れ
ハ
ン
ド
ル
を
掻
冨
ゑ
ベ
努
打
者

〆

由

安

全

の

た

均

甘

内

宮

』

暑

と

色

決

ま

り

を

ぜ

ひ
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

絡
網
帯

ほ
し
に
出
轄
を
罰
引

き
最
議
と
間
様
な

取
り
扱
い
が
じ
て

努
箸
の
安
全
な

閉
す
っ
う
と
い
う
も

の

。

ば

い

け

な

い

。

i
i
z醐
?
ネ
出

車
両
日
は
原
則
と
し
て
路
側
帯
や
品
二
、
商
品
出
一
本
離
と
離
離
の
組
み
合
組

行
で
き
な
い
1
可

愛

箸

は

お

お

わ

せ

の

議

帯

〈

図

一

義

)

お

む
ね
一
H
M以
上
あ
幅
員
の
あ
る
時
側
自
転
車
な
ど
の
連
行
に
つ
い
て
は
ち

帯
の
道
路
で
は
持
道
と
両
思
議
に
一
本
輯
路
市
側
帯
と
同
じ
だ
が
、
自
動
山

ζ

の
務
部
主
ま
な
く
い
な
な
ら
車
は
こ
の
路
側
帯
に
は
い
つ
ヱ
駐
停

な

い

。

車

は

で

き

な

い

。

と
の
路
側
帯
に
は
可
次
の
一
一
義
援
近
市
円
高
次
の
四
か
所
に

が
あ
る
。

C
白
一
時
四
開
帯
が
投
勝
且
さ
れ
だ

費

離
を
通
じ
ず
滋
揮
寸
卒
者
岳
ら
む
正
窟
抽
出
家
つ
ほ
め

に
す
λ
で
、
そ
の
研
究
の
成
削
慌
を
苑
茨
去
は
栄
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
た
い
一

し
て
い
ま
す
。
に
続
三
一
冊
芭
の
向
制
作
法
語
集
。

m
M帰

警
暑
は
議
提
と
〈
究
極
F}し
て
の
一
人
と
銘
打
っ
て
あ
る
の
は
、
評
判
が
よ
け

開
の
自
由
〉
と
の
淵
に
架
け
る
自
慢
犠
力
れ
は
定
期
的
に
続
編
が
出
さ
れ
る
と
い

を
E
つ
ず
旬
、
文
学
は
、
と
り
一
一
円
け
原
爆
号
台
み
だ
そ
r
フ
で
す
。
「
頼
む
を
一
角
さ

す
傘
は
面
白
D
つ
が
れ
る
べ
を
言
受

ξ
ん
」
を
は
じ
め
辺
町
噺
が
載
っ
て
お
り

述
べ
て
い
ま
す
し
。

「
私
は
と
れ
か
向
何
事
も
一
忘
れ
諸
官
級
つ
ぼ
め
政
談

い
自
分
に
、
あ
白
六
畳
の
人
間
的
悲
惨
角
ざ
ん
ど
よ
9
る

の
事
実
ナ
ら
一
忘
事
溢
む
し
が
ち
な
百

常
の
自
分
に
、
改
め
て
一
記
揮
を
刻
み
ヨ

泣
冨
い
き
か
せ
て
や
る
た
め
に
、
開
臨
場

す〈学
i
l一
蹴
弾
数
下
が
も
た
ら
し
宍

あ
白
呂
に
見
一
え
る
際
D
に
と
ど
ま
ゐ
怠
9

内
部
か
ら
も
人
間
存
在
を
蝕
み
脅
か
し

て
や
ま
曲
、
そ
む
事
実
を
局
材
と
す
る

す
参

i
iの
系
譜
を
後
づ
け
工
会
た
い

と
い
う
と
こ
ろ
か
、
ぷ
箸
は
出
発

k

一
軍
践
饗
λ
学
史
・
二
草
原
蟻
サ
卒
論

。
一
号
車
丸
木
位
皇
位
お
に
開
く
の
3

て
お
も
し
ろ
い
主
で
す
。
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護軍機索

10J苦立割 譲毅公産設富 X登E自公民
愛宮 ※金a公民館

'"百平塚保健所怒公罫誠意

予夜中央農協土沢安所

4ヨ神E日公民館八幡公箆食宮
桜老長島公民館

5tヨ 中原公民館金EI公犀誠意
絃イ時時公E己責官

タ告活 字下水公民館平塚市淀開

説

'" 9臼松原公民鍛
大野公民輯噴内自主話語

会場

襲撃対諜@満1才までの赤ち苧んなら
どなたでも畏けられます。当日は

ず辛子手慢をおれずに持ってきて〈

ださい。
聖護時間 e午前9時30分----lC時30分
程月16日 Ci<) 岡崎公民館
8月23日正木)吉沢公民館
9月 6fヨ仁木ヲ 金田公民館
ク 13日併合 土原公民館
。20臼〈木〉 豊田公民館
，p 27日亡木〉 金尽公民館
10fJ 4臼〈木〉 城島公民官官
?'11日〈木〉 構内沼地集会場
ク 18B(7灼 匹臨も公民館
-9 258 (/Kコ 吉沢公民館
llnl白けて〉 金E首公民館

平塚多量健所 器量豊田公区議宮

掛金沼公民銀

18B 横内問先単語会主語 大野公置議室
松原公民費宮

a 
た

官 1町内 53の 97接説。尾市に
ある東京エパ」三ライトイ版部出にお童話

めの主主砲守さん亡3])と千主主子さ
ん (25)疋長女。 lH!亨f.4か月で身
長 63雪宏、体重6• 8九ぅパパは女
由子をほしがっていたので、芳美ち

ゃんをとても可笈いがって〈れる。

ただ、寝つきが悪い白でママをと告

ときE自らせるa ママは赤ちゃんステ

7月号の予訪接持カレンダーでお
知らせしました。ボ!Jオ ζ1)、児マ

ヒ〉の生ワクチジ投与の酷悶は6;直
路弘Lとの誤りでした。訂正してお吉宮

ぴします。

見告白公民館

27白 横内問地集会場 x野公鋭
担~LÇ(公民館

14臼 九百公民館 烈ヰ互協士沢支
所須賀公民Z官

-ジフテ 1)7.
*毎月輿認しています。

喜重対語喪・ 1期 接手重当日にf議3か月
を徒過して、 8か月末講の乳
児ョ (3凶〉が気等の理闘で受け
られなかった乳幼児は、 2歳にな
らないうちなε受げられます。
2期 1期が完了した人で、接種童
話回に1期の3回目の接種日から
1年の期閣をすぎて、 1年 8か月
までの簡(]沼〉病気等の王理由で

受けられなかったがjJ~t'，は 2 年まで
自慢書受けられます。

3期昭和49年 4月小学務乙入学予
定の幼児 (48年10月i!'ら49年 3月
の間に受けて〈ださい。それi以外
出期滞には受けられません。〉

豊富時筒ー 13時30分時まで。ただ
し捺日]の会le主:;14時-15侍。
重量巡回日程

宣車汚3
2告白 神出公民ftc 八幡公広宣富
器按島公長三時

30包金自公民館花水公民館
捺陪崎公民

318 中原公民館平塚市民同民

主事汚3
198 神百1公民館 λ幡公民主富
す軒城島公民館

20日金日公民館花水公民館
諸岡崎公民館

218 中原公民猪平塚rl;え舟号

室10河〕
26白 神田公民館八幡会民安官
29日能按島公民館金目公民館
器官d崎公民晶i

じ
よ
う
。
〔
東
山
良
一
喝
均
の
即
日
口
で

無
料
で
お
渡
し
し
去
す
。
)

マ
ル
ー
ム
タ
フ
ー
は
冷
し
す
ぎ

な
い

4
フ
外
勺
r
h
h

と
の
出
成
主
を

摂
氏
一
五
度
に
調
怒
し
、
あ
な
た
の

健
康
本
明
日
わ
J

ヰ
点
し
よ
う
。
一
J
V
ヲ

支
は
一
年
中
令
下
電
気
刊
川
JSの
一
ッ
ト
以
ト
↑
の
ク
ー
ラ
ー
は
か
な
ら

落
事
J

い
時
期
で
す
。
家
え
で
は
、

F
専
用
の
「
さ
レ
乙
み
」
か
ら
角

次
の
こ
と
に
性
議
し
ア
ヘ
亀
戸
刊
号
安
使
い
く
だ
さ
い
。

全
に
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
マ
東
京
電
刀
で
ほ
、
友
休
み
を
利

マ
ぬ
れ
た
手
官
、
電
気
総
見
を
与
わ
用
し
て
今
掃
の
常
一
一
見
教
妥
の
郡
能

る
こ
と
は
さ
け
本
や
レ

2
完
全
訂
糾
問
し
て
い
ま
す
。
電
気
を
よ

マ
小
川
崎
の
換
、
け
と
4
y
)り
な
fbて
わ
安
〈
常
一
一
に
よ
手
に
h
白
い
い
た
だ

子
主
も
が
電
位
に
絞
ら
な
い
よ
ヨ
ぐ
た
め
1

教
材
な
ど
は
鯨
科
玉
y

に
し
a
hし
よ
う
b

か
ら
お
気
軽
に
お
期
、
込
ぷ
〈
戸
さ

寸
噴
気
比
尉
削
減
は
か
な
ら
ず
ヨ
ノ
い
。
ま
た
、
南
望
が
あ
れ
ば
出
世

i
ス
」
を
ワ
け
$
や
じ
よ
う
。
設
住
も
行
な
い
ま
T
。

マ
コ
ー
ド
や
包
長
器
具
で
い
た
ん

OMヤ
堵
常
議
所
(
揖
阻
む
e

一丸一

だ
と
こ
ろ
は
早
め
に
廷
し
ま
し
ょ
一
一
)

う

。

の

一

茅

ケ

崎

品

ノ

ー

ビ

ス

ス

テ

ー

ジ

ョ

マ
ヒ
コ

i
ズ
は
圧
し
い
↓
i

五
ア
ン
ジ
(
竜
泣
二
一
ひ
こ
の
山

ベ
プ
つ
め
付
ヒ
ュ
ー
ズ
ケ
使
い
ま

間
相
駒
が
で
々
JAZの
で
は
に
な
い
か
レ
f

一
一
患
の
限
い
に
わ
ず
ら
わ
し
わ
単
腕
討
算
を

う

。

し

な

、

て

あ

炉

渓

出

な

四

八

物

が

で

き

消
費
者
が
、
雨
戸
削
か
一
道
芝
ヲ
。
す
で
に
]
小
売
戸
hvス
ー
パ

己
、

E
a
{回
答

z
a
υ
い
〈
P
円

V
F
A
4
H
i
e
-
引
仇
す
る
戸
ぷ
引
す
と
し
で
け
は

1
立
と
で
自

γめ
に
や
っ
て
い
る
と

E
F川
入
D
い
く
ら
と
か
の
品
物
自
在
ぶ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
一
フ
イ
シ

ζ
ろ
ち
あ
わ
J

去
す
が
、
す
べ
て
の
広

(
野
誌
類
に
多
い
)
は
、
白
方
が
ど
シ
グ
〈
単
位
都
絡
表
示
〉
に
つ
い
て
舗
に
布
告
F
f強
制
約
に
詰
務
づ
け
ず

m
y心
め
る
か
わ
か
ら
ず
、
縮
図
だ
け
は
日
本
で
は
、
ま
だ
制
燈
化
言
れ
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
旦
力

み

て

一

あ

匂

安

!

な

ど

で

は

、

多

く

い

わ

一

と

つ

い

資

問

網

場

之

3
5長
一

五

人

吉

誌

が

総

書

し

っ
て
し
ま
っ
て
・

J

:

l

草
原
μ
1
3
U繁
華

2
…
ノ
三
4
4
ニノ

2
3
6

て
い
る
が
、
こ
れ

富山議
F
G工
強

制

的

な

義

務

づ

け

は

無

理

は
i

菱
重
一
動
が

い

る

こ

と

が

、

多

強

い

た

め

町

く

で

い
よ
v
つだ
ο

各
D

同
町
と
も
説
づ
め
む
い
ま
せ
ん
。

ζ
の
一
企
佼
荷
私
長
不
は
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

白
方
が
統
一
す
る
と
知
、
そ
れ
と
E
例
え
ば
待
グ
ラ
ム
向
円
F
か
、
向
C

日
米
で
も
、
最
折
各
地
主
顎
嘉
一
が

袋
や
値
凡
仁
分
華
九
庁
長
一
r
J

ず
る
よ
5

C
あ
た
り
町
内
と
い
う
皐
V
会
特
撮
進
め
ら
れ
て
お
の
、
仔
版
紅
雲
市
の

に
し
て
欲
じ
い
と
思
フ
。
あ
た
D
の
こ
と
で
す
。
制
度
化
に
つ
い
て
研
究
準
備
の
段
階

ひ
と
目
見
Y分
量
と
髄
段
と
の
関
消
費
者
は
、

ζ
の
制
涯
が
ー
あ
れ
ば
で
あ
り
寺
7
0

係
が
か
mv
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
活
の
ど
れ
が
安
い
か
、
ど
れ
が
高
い
か
を

品
物
が
比
綬
で
き
、
中
し
モ
も
よ
い
ひ
き
草
分
げ
ら
れ
、
隠
量
択

〈
市
行
政
諌
)

主購 理常E聖センタ明

軟式野諌 9月 E' 器
陸上競技 8月268
，号スクツト 9月2臼・§呂
Yヌトポール 8月26日

自転車 9月98
武諒 9月
同νー'"ωJレ 8月 6p
剣道 9月2呂
柔 道 9)l2日

卓球 9月9毘
軟式庭球 9月2日
!'l'.乎 9月98
d宅ドミ3ノト y 9)l脅日
すマ羽田

事者 事
テ a 与え
!ll i奇
品発



掴
醐
潔
滞
物
の
扶
語

'

横

須

F
H
t山
で
以
、

明
d
i
t
-

漂
流
し
て
い
た
ベ
ニ

午
製
品
川

1
ト
を
一
品
帯
電
議
ロ
様
替

し
て
い
る
。
ぉ
、
JO当
り
田
方
は
吉
行

政
諜
庶
務
係
へ
。
留
選

mn時
一
七

σ

Q
詩
的
唯
一
設
一
。

マ
ベ
ニ
ヤ
伐
ポ
ー
ト
一
祭
、
長
さ
一
一

。
室
内
璃
プ
一
五
M
、
深
さ

。
也
同
時
五
同
州
、
外
側
園
内
角
内
側
お

よ
び
甲
板
白
笥
拾
揮
呂
、
時
年
5

月
お
日
b

糊
轍
職
難
鋭
鶴
生
の
霧
築

閣
情
す
感
沢
出
専
へ
棒
験

禁
訓
練
校
と
築
史
小

間
同
附
搾
輝
職
業
訓
練
校
討
に
は
、
時
年

定
延
期
訓
続
生
の
革
急
か
じ
て
い

マ
略
語
人
以

。
藤
沢
山
偏
校
一
一
子
名

ふ
田
保
訓
練
枝
問
十
名

マ
対
設
a

身
儲
強
府
躍
で
品
開
按
ま
で
や

ρと
ザ
円
れ
る
者
支
な
る
べ
ノ
ネ

就
職
者
ま
た
ほ
再
就
職
を
場
議
す
る

方。マ刊
訓
練
期
間
9

六
か
月

マ
訓
練
内
容
9

複
式
鑓
記
に
よ
る
記

泰
評
議
等
職
議
制
刺
殺
師
抗
、
議
業
罰
短

所
ま
た
は
神
柴
山
援
労
働
都
議
索
引
制

線
認
に
お
間
合
せ
を
可

額
身
体
障
揮
者
戦
構
制
緩
生

;
;
:
神
奈
川
身
部
陣
yい占

夢
禁
職
業
必
殺
校
で
は
、
四
川

和
山
口
十
八
年
度
後
期
訓
線
生
和
感
議

し
て
い
る
。
訓
出
帆
禦
同
は
一
か
年
。

募
強
翠
八
一
員
〈
イ
〉
書
室
長

・
4
人
〈
ロ
〉
ラ
ジ
ぎ
ア
レ
ピ
斜

り
5
A
m
h
C
洋
服
務
。
司
会
人

合
一
〉
裂
く
つ
耕
一

Z
A
〈ホ〉

義
一
位
姿
悉

7
人

す
応
募
資
格
①
晶
一
務
教
育
普
了
ま

た
は
ζ

れ
と
同
程
度
の
学
力
か
持
す

為
者
安
裂
が
問
符
ぞ
い
お
者

(
る
立
の
は
訓
練
司
賠
と
認
め
る

者
〉
③
伝
説
位
決
患
の
な
い
者

③
鳴
神
障
害
の
な
い
者
⑤
そ
の
俄

周
部
洋
諸
に
支
障
な
い
と
認
め
ら
れ

む
ざ
い
ま
す
a

遂
巾
で
同
演
技
量
司
君
主

ヰ
め
九
か
所
応
わ
た
台
、
神
社
仏
閣

か
ら
敷
地
的
使
用
銀
損
控
室
フ
け
、
渇

謹

漆

滋

樹

河

ち

ぴ

つ

忍

広

場

帯

に

拾

え

八

ム

懇

容

の

ゴ

ル

フ

は

急

院

な

〈

ず

か

む

を

議

長

一

関

与

子

。

ゴ

粛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
$
干
~
の
で
や
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
ル
ブ
禁
止
白
況
で
札
は
、
見
易
い
と

G
Pレ
た
む
と
H
『
品
後
と
も
推
綾
場
所
が
わ
か
ら
な
い
た
泌
か
、
マ
め
に
も
っ
と
、
大
き
な
ゴ
ル
ブ
白
禁

ζ
ろ
に
立
て
注
意
す
喚
起
し
て
い
き

議
し
て
い
芝
い
と
思
い
ま
す
の
で
イ
カ
1
利
暑
が
車
白
色
み
を
霊
長
謀
示
し
て
ほ
し
い
。
た
い
と
思
い
ま
す
。

善

試

〈

喜

い

や

警

捨

て

て

い

る

を

見

受

け

る

。

(

袖

ケ

浜

謡

護

霊

ん

)

な

お

公

壁

書

す

る

語

、

〈
務
管
掛
田
線
〉
補
習
d
な
場
午
前
に
増
設
を
饗
肇
ず
る
。

a

心
な
い
人
た
ち
の

G
一
み
を
〈
ず
か
む
へ
入
れ
る
よ
吾
、

叶

j
'

縄
南
海
岸
沿
閣
の
駐
車
ま
え
間
帯
海
岸
量
産
品
蓬
支
…
た
め
に
大
聞
き
迷
惑
む
協
力
く
だ
さ
い
。

a

罪
…
掘
調
に
筏
同
じ
み
か
な
が
少
民
自
一
憩
い
の
場
と
じ
て
出
利
用
ぎ
れ
て
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
Q

(

市
八
歳
闘
締
地
撰
)

な
い
よ

2
L患
っ
。
ぐ
ヂ
か
G
自
殺
い
る
が
、
抽
出
の
ス
ポ

i
yは
と
も
か
さ
っ
そ
え
実
状
冷
一
謂
査
の

25凡

人口総数

泣帯ク

市域面積

前月比世帯j曽

" 人口増
市街地72.762人
大野 43，658八
重量 侶 4，146人
神間 16，258人
城島 4，135人
間輔 3，892入
金周忌219人
旭 15，286人
ごと沢 ι762人
金包 9，475人

(48 

い
る

に
際
密
が
あ
る
か
、
お
母
さ
ん
と

市
教
育

一
緒
に
考
え
て
い
〈
こ
と
に
し
ま

研
究
訴
し
た

A
認
は
婆
南
中
な
ん
に
も
や
る
こ
の
よ
ぎ
に
教
育
誹
究
所
で
は

う
と
じ
ま
せ
ん
。
先
住
が
つ
い
て
郊
約
に
は
湾
渇
山
泊
三
あ
り
な
が
ら

い
て
や
b
せ
る
介
E
V
D
ま
す
が
、
品
干
潟
詰
で
劣
っ
て
い
る
子
、
鑑
内
問

先
主
が
離
れ
る
と
勉
強
な
戸
手
る
荊
動
に
は
い
れ
な
い
で
ク
ラ
ス
の

う
と
せ
ず
、
う
わ
り
空
で
す
。
の
け
者
に
な
っ
て
し
雲
P
チ
、
性

祭

会

を

そ

の

き

L
察
力
格
的
に
お
と
な
し
く
引
っ
込
歪
思

議
に
さ
せ
て
し
ま
五
つ
の
か
、
先
章
子
、
家
で
は
普
通
に
語
長

生
に
は
わ
か
わ
J

ま
せ
ん
。
ず
る
む
に
学
校
で
ひ
と
と
と
も
し

知

的

に

劣

っ

て

い

る

や

ぺ

ら

な

い

子

、

お

母

た
め
に
緩
講
に
つ
い
て
加
持
げ
韻
語
審
亨
ん
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
か
れ
な
い
の
か
と
も
戸
払
織
協
編
修
輔
い
可
幼
稚
鼠
生
活
が

患
い
ま
す
が
、
日
常
白
一
耕
雲
議
機
畿
ダ
で
き
な
い
子
、
乱
暴
で

行
動
産
見

τい
る
と
モ
鯵
関
内
総
斜
執
事
当
苧
に
負
え
な
い
子
、
学

ん
な
に
劣
っ
て
い
る
と
綴
鱗
縁
部
約
鰯
綴
暫
校
へ
行
者
た
が
ら
な
い

い
う
感
じ
も
せ
ず
、
か

e喜
襲
撃
義
奇
子
、

ζ
と
ぽ
の
遅
い
子

と
い
っ
て
持
出
島
市
中
白

A
苔
は
ま
る
と
い
う
よ
吉
に
!
日
常
t
苦
の
中

で
お
客
さ
ん
な
の
明
、
ど
戸
レ
た
て
あ
る
い
は
学
校
生
活
の
中
で

も
の
か
と
、
限
っ
て
し
ま
い
詳
し
問
題
主
匂
っ
て
い
る
宇
ど
も
の
お

た

。

討

に

の

っ

て

い

妻

。

そ

し

え

そ
C
で
先
住
一
は
A
君
む
お
母
さ
ー
と
お
状
態
に
応
じ
丈
知
能

合
為
一
ア
校
セ
の
様
子
合
議
し
、
教
検
有
性
栴
検
実
親
子
関
係
診

背
訴
究
所
へ
相
談
に
行
つ
で
も
b
断
検
査
な
ど
か
凡
打
な
い
、
一
有

う
ζ
と
に
し
手
レ
人

ι。
お

母

さ

ん

と

話

し

合

っ

丈

お

品

款
再
研
究
所
で
は

A
若
の
知
能
さ
ん
と
平
と
も
と
の
か
か
わ
b
方

検
事
η
符
な
い
、
知
的
に
は
荷
逸
品
Q

改
善
レ
て
い
き
ま
す
。

問
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
D

ど
立
ぞ
お
封
較
に
ご
和
談
く
だ

ま
し
九
そ
れ
だ
は
、
何
故

A忍
さ
い
。
た
だ
し
十
約
て
や
っ
て
お

が
凶
分
自
持
っ
て
い
る
能
力
安
発
b
$
争
目
立
前
も
っ
て
お
電
話

揮
で
き
な
い
明
、
お
客
さ
ん
的
存
〈
だ
さ
い
。
電
話
は

a
v
i
}

在
に
な
っ
て
し
ま
ιフ
の
か
、
ど
ζ

一一玄

O
で
す
。

軍覇軍軍陸自著霊…8Jl22日仁水コ平左京合同庁舎$主主共捧式

全社/23臼 E木〉平塚市俊所ClC時~16時 /26 沼

ζ日〉花水金鰐.;rDJぐ公民館 cl日時~12時，) .松!l<公

豊麗令消防童書 2分間前 03待~15碍)/吉見罫悶〈木〉

日本クラクY口ルク/吉田〈悶コ霊富士見地区自治議

ζ1醇痔--v}E持，)/12自(7)<つ三薬庫書留

一一一ーや一一ーや一一一

i豊
~照合体育館書官広場

よる吉符30分日書善寺

議ン議議会

欝練習言毅議議器購

愛媛 繁華撃権レ空ザ z
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